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ふ いれあ

令 和 3 年 度 安 全 標 語

2

令
和
3
年
1
月
か
ら
6
月
の
会
員
登
録
者

（
１
月
、
3
月
は
登
録
者
な
し
）

あ
な
た
の
運
転
大
丈
夫
　

操
作
次
第
で
凶
器
に
変
わ
る

会
員
番
号
1
2
6
0　

藤
田
三
男

新
会
員
紹
介

会員番号 会員氏名 地区 入会月

1577 小見　美知世 大洋 2月
1578 花ヶ﨑　雄節 大洋 2月
1579 石田　正治 鉾田 4月
1580 今井　美紗子 鉾田 4月
1581 植﨑　富智子 鉾田 4月
1582 出竹　加代子 大洋 4月

1583 原田　正美 大洋 4月

1585 松永　茂 旭 4 月
1586 米川　美江子 旭 4月
1587 田口　三郎 旭 4月
1588 新堀　和江 旭 4月
1589 原田　弘 鉾田 4月
1590 木村　喜美子 鉾田 4月
1591 石津　重雄 大洋 4月
1592 藤山　朗 大洋 4月
1593 入江　志信 鉾田 5月
1594 宮増　浩美 鉾田 5月
1595 木村　義弘 大洋 5月
1596 関　りヱ子 鉾田 5月
1597 福島　幸一 旭 6月

あ
!!
と
思
っ
た
そ
の
時
に

そ
の
場
で
点
検
　
安
全
第
一

会
員
番
号 

1
4
8
9　

田
中
進

安
全
手
順
①
②
③
…

省
い
て
は
駄
目
　
事
故
招
く

会
員
番
号
1
2
6
0　

藤
田
三
男

最優秀賞佳作最優秀賞

　

各
地
で
災
害
を
も
た
ら
し
た
梅
雨
が

明
け
、
夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
6
月
24
日
の
、
令
和
3
年
度
定

時
総
会
並
び
に
理
事
会
に
お
い
て
、
会

員
及
び
理
事
の
皆
様
方
か
ら
ご
賛
同
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
理
事
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
方
々
と
と
も
に
、
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
少
子
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
に
伴
い
、
労
働
力

人
口
の
減
少
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
開
催
さ

れ
て
い
る
東
京
五
輪
に
お
い
て
も
多
く

の
競
技
が
無
観
客
で
実
施
さ
れ
る
異
例

の
大
会
に
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
気
を

引
き
締
め
、
注
意
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
に
は
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
が
仲
間
と
共
に
働
く
こ
と

を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待

は
益
々
大
き
く
、
高
齢
者
の
就
業
機
会

を
確
保
す
る
う
え
で
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
確
保
や
就
業
率
の
向
上
が
、

重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
、
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
更
な
る
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
や
熱
中
症
な
ど
へ
の
対
策

に
十
分
配
慮
さ
れ
ま
し
て
、
御
壮
健
で

ご
活
躍
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安全就業標語交通安全標語

理事長
あいさつ

公
益
社
団
法
人

鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

岸
田
一
夫
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職 員 紹 介
 

「
外
出
を
控
え
」、
外
に
出
る
時
は
「
マ
ス
ク
で
顔

を
隠
し
」、
道
端
で
会
っ
て
も
「
距
離
を
空
け
」、
室

内
で
は
「
離
れ
て
座
り
」、「
義
理
を
欠
く
」
異
常
な

日
々
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
期
待
が
あ

る
。
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
当
初
は
、
ワ
ク
チ
ン

注
射
を
す
る
医
師
が
不
足
し
て
接
種
が
遅
れ
る
、
高

齢
者
は
接
種
会
場
に
行
く
の
が
不
便
、
等
々
の
負
の

話
題
ば
か
り
。

　

六
月
末
に
は
ワ
ク
チ
ン
に
余
力
が
あ
り
他
国
に
提

供
し
た
、
接
種
速
度
を
早
め
て
七
月
中
に
高
齢
者
の

接
種
を
済
ま
せ
、
七
月
か
ら
若
者
・
学
生
に
ま
で
接

種
対
象
を
広
げ
る
と
の
発
表
。

　

鉾
田
市
は
接
種
会
場
を
設
け
ず
開
業
医
・
診
療
所

等
を
接
種
会
場
に
指
定
し
た
。
某
病
院
の
接
種
数
は

一
日
三
十
名
程
度
と
の
こ
と
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
早

く
進
ん
で
欲
し
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
期
待

4月からまた、シルバー人材センターで
お仕事をさせていただく事になりました
坂本です。今年3月まで、鉾田市健康
づくり財団で、鹿島灘海浜公園の売店・
レストランの仕事をしておりました。仕
事の形態は多少違いますが、共通する
点も多く、貴重な経験をさせていただ
きました。これからまた会員の皆様と
共に、シルバー事業が更に発展し地
域の皆様のお役に立てるよう努めて参
りますのでよろしくお願いいたします。

坂
さかもとみきひこ

本幹彦
昨年5月末日までお世話になってお
りました田尻妙子です。この度、ご
縁があり3月1日より再び、臨時職員
として勤務させていただいております。
職員の皆様ならびに会員の皆様にお
かれましては、以前にも増して温かく
迎え入れていただいたことに、深く感
謝しております。まだまだ至らない点
も多々あるかと存じますが、今後とも
よろしくお願いいたします。

田
た じ り

尻妙
た え こ

子
3月1日より勤務しております平沼明
美です。初めての業務内容で、とまど
うことが多々あります。しかし皆様の
暖かいご指導を頂きながら、少しず
つ仕事を覚え業務に取り組んでいき
たいと思っております。不慣れな点が
多く、ご不便をおかけする事があるか
とは思いますが、どうぞよろしくお願
い致します。

平
ひ ら ぬ ま あ け み

沼明美

田
た や ま た え こ

山妙子
私は、シルバー人材センターに入社して早や24年という年月が流れました。この時を多くの会員の皆様と
触れ合うことができ、人生を過ごす中、新たな経験を得るきっかけとなりました。これから、新たな道を
歩むこととなりますが、この経験を活かし、更に躍進したいと思います。最後に会員の皆様のこれから益々
のご活躍を祈念いたしまして、退職の挨拶とさせていただきます。有難うございました。
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支出 収入

令
和
3
年
度
定
時
総
会
開
催

　

令
和
3
年
6
月
24
日
（
木
）、
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
鉾
田
研
修
室
に
て
令
和
3
年

度
定
時
総
会
を
、
本
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
で
規
模
を
大
幅

に
縮
小
し
、
多
く
の
議
決
権
の
代
理
行

使
（
委
任
状
）
を
取
得
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
皆
様
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
決
権
の
あ
る
会
員
の
総
数
は

2
9
4
名
、
出
席
数
は
委
任
状
を
含
み

2
6
5
名
で
議
決
権
の
総
数
が
2
6
5

名
と
な
り
、
定
足
数
を
満
た
し
て
い
た

た
め
総
会
は
成
立
。
各
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。
第
1
号
議
案
の
令
和
2
年
度

収
支
決
算
案
と
第
2
号
議
案
の
定
款
の

変
更
案
、
第
3
号
議
案
の
令
和
3
年
・

4
年
度
期
理
事
及
び
監
事
の
選
任
案
の

3
議
案
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
通

り
決
定
し
ま
し
た
。

　

臨
時
理
事
会
の
決
議
で
理
事
長
に
岸

田
一
夫
、
副
理
事
長
に
米
川
節
男
、
常

務
理
事
に
楠
政
直
が
就
任
し
、
理
事
長

の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度

決
算
の
概
要
と
事
項
別
割
合

予算額（円） 決算額（円）

事業費 116,131,352 103,581,308 

管理費 6,968,648 5,148,968 

経常費用等 123,100,000 108,730,276

当期経常増減額 1,776,000 8,614,252 

経常外費用計 0 1 

当期経常外増減額 1,776,000 8,614,251 

一般正味財産期首残高 -58,525 3,237,759 

一般正味財産期末残高 1,717,475 11,852,010 

予算額（円） 決算額（円）

受託事業収益 95,000,000 87,060,763 

施設の管理業務事業収益 3,550,000 3,552,000 

労働者派遣事業等受託収益 4,548,000 4,624,528

受取会費 712,000 606,000 

受取補助金等 21,056,000 21,056,000  

特定資産運用益 4,000 445,014 

雑収益 6,000 223 

経常収益計 124,876,000 117,344,528 

経常外収益計 0 0 

経常費用計　
108,730,276 円 

管理費（5%）
5,148,968円

事業費（95%）
103,581,308円

受取補助金（18%） 
21,056,000円

受取会費等（1%） 
1,051,237円

経常収益計　
117,344,528 円 

受託事業収益（74%）
8,7060,763円 

施設の管理業務収益（3%）
3,552,000円 

労働者派遣事業収益（4%）
4,624,528円 
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令
和
3
年
度
事
業
実
施
計
画

新 役 員 紹 介

● 

技
術
者
養
成
研
修
会

　（
鉾
田
市
S
C
単
独
事
業
） 

刈
払
講
習
会

9
月
9
日（
木
）　

予
備
日　

9
月
10
日（
金
）　

 
 

グ
リ
ー
ン
管
理
講
習
会

9
月
15
日（
水
）~

16
日（
木
）　

予
備
日　

9
月
17
日（
金
）  

 

室
内
装
飾
講
習
会
　

10
月
14
日（
木
）

● 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

10
月
20
日（
水
） 

 

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

環
境
美
化　

10
月
26
日（
火
）  

門
松
設
置　

12
月
13
日（
月
）~

14
日（
火
）

門
松
撤
去　

1
月
7
日（
金
）  

 

● 

交
通
安
全
な
が
い
き
教
室 

 

交
通
安
全
な
が
い
き
教
室　

2
月
15
日（
火
）

シルバー人材センター
会員表彰を受けて

　

功
績
者
表
彰
さ
れ
ま
し
て
有
り
難
う

御
座
居
ま
し
た
。
平
成
16
年
12
月
鉾
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

ま
し
て
、
ア
パ
ー
ト
の
清
掃
、
総
合
公

園
夜
間
勤
務
、
学
校
給
食
配
送
、
鉾
田

市
中
央
公
民
館
夜
間
勤
務
等
、
長
い
間

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
親

睦
会
で
は
、
日
帰
り
見
学
ツ
ア
ー
、
一

泊
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
為
、
集
会
、
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
だ

け
は
、
週
一
回
ぐ
ら
い
は
プ
レ
ー
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

通
せ
ず
重
症
化
や
死
亡
に
直
結
し
ま

す
の
で
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
る
事
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。
皆

様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
定
時
総

会
内
で
は
表
彰
を
行
わ
ず
、
後
日
ご
自
宅
に
賞

状
と
記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

荒
あらのやすの り

野安典理事長 岸田一夫 重任

副理事長 米川節男 重任

理事 岩間勝栄 重任

理事 関谷公律 新任

理事 田山博行 重任

理事 磯山俊秀 新任

理事 東野良則 新任

理事 川口和子 新任

理事 山戸恵子 新任

理事 楠政直 重任

監事 坂場信夫 重任

監事 寺西照男 重任
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部 会 だ よ り

会員の皆様、日々ご苦労様です。コ
ロナウイルス感染予防の為に色々と
事業等が自粛される中、令和三年度
の事業実施計画を考案致しましたが、
コロナウイルスの影響で破談となり
うるかも知れません。この感染が一日
も早く納まる事を願いつつ、例年通
り計画いたしました。会員の皆様が
行事に参加出来、会員同士の連帯の
基、地域発展の為に少しでも貢献で
きる様に取り組んでいきたいと思いま
す。充実した日々が早く来る事を願う
と共に会員の皆様のご協力をお願い
致します。

会員の皆様、日 ご々苦労様です。
広報部会の役割は、ホットなニュース
と会員皆様に少しでも役に立つ情報を
提示することと認識しています。
しかし、昨年、今年とコロナ禍の中で
計画しているイベントが余儀なく中止
になり、皆様からの貴重な経験、体
験談がいただくことができず残念な思
いです。
次回（1月発行）の『ふれあい』はワ
クチン接種の効果により、コロナの収
束が期待できると思いますので、皆様
の積極的な投稿を宜しくお願い申し上
げます。

鉾田市シルバー人材センター会員の皆
様、お疲れ様です。当センター中でも、
除草作業や清掃作業、施設管理など
さまざまな業務がありますが、会員一
人ひとりが安全意識を持って取り組ん
でいただければと思います。それぞれ
の就業先で朝礼やミーティング、コミュ
ニケーション活性化により、困りごと
を共有、共感することで、より安全に
仕事ができると思います。ヒヤリハット・
危険予知し、安全感性の高い会員に
なってほしいです。委員会では、作業
現場を巡回して事故防止対策、適正
就業の徹底を図っていきます。暑い季
節になりますので、疲労回復をして就
業してください。

磯山俊秀

安全就業委員会

木村 徹

広報部会

東野良則

事業部会

部 会員紹 介

部会長　理事　米川節男

部会員　理事　田山博行

部会員　理事　東野良則

部会員　理事　山戸恵子

事
業
部
会

部会長　理事　岸田一夫

部会員　理事　岩間勝栄

部会員　理事　関谷公律

部会員　理事　楠 政直

総
務
部
会

委員長　理事　磯山俊秀

委員　会員　川上 功

委員　会員　石井清司

安全推進委員　職員　坂本幹彦

安
全
就
業
委
員
会

部会長　理事　川口和子

部会員　会員　山本たい子

部会員　会員　木村 徹

部会員　会員　坂本憲昭

広
報
部
会
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こ
ん
に
ち
は
！
山
形
県
鶴
岡
市
出

身
、
今
は
鉾
田
市
串
挽
在
住
の
佐
藤
俊

逸
で
す
。
茨
城
県
に
来
た
の
は
昭
和
45

年
。
地
元
の
先
輩
が
水
戸
市
に
あ
る
工

務
店
で
働
い
て
い
て
、「
従
業
員
を
募

集
し
て
い
る
か
ら
こ
な
い
か
？
」
と
誘

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
以

降
、
現
役
時
代
は
ず
っ
と
現
場
監
督
の

仕
事
を
し
て
、
鉾
田
総
合
公
園
の
管
理

棟
や
弓
道
場
、
潮
来
市
の
日
の
出
小
学

校
の
体
育
館
な
ど
様
々
な
建
築
物
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
た
の
は
、
現
役
時
代
が
終
わ
り
少

し
た
っ
て
、
先
輩
会
員
に
誘
わ
れ
た

か
ら
で
す
。「
新
た
な
人
と
の
出
会
い
」

を
楽
し
み
に
入
会
し
ま
し
た
。
入
会

後
、
鉾
田
幼
稚
園
の
バ
ス
運
転
業
務
を

週
3
回
程
度
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
地
域
班
班
長
と
し
て
地
域
の
会
員

た
ち
と
交
流
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
い
ま
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
や
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン

グ
が
趣
味
で
、
就

業
で
得
た
収
入
を

費
や
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
ツ
ー

リ
ン
グ
が
好
き
な

方
が
い
た
ら
是
非

一
緒
に
走
り
ま
せ

ん
か
。

　

本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
毎
年
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
日

本
の
夏
は
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
い
て

も
搬
送
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
、
体
温
を
下
げ
る
機
能

が
衰
え
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
汗
も

か
き
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

熱
中
症
の
約
４
割
は
室
内
で
発
症
し

て
お
り
、
家
の
中
で
も
気
を
付
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
水
分
と
塩
分
の
適
切

な
補
給
や
、
日
よ
け
対
策
の
ほ
か
、
エ

ア
コ
ン
が
嫌
い
な
方
も
最
も
暑
い
時
間

帯
だ
け
で
も
つ
け
る
等
の
工
夫
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
日
中
の
活
動
は
状
況

を
見
て
延
期
や
見
送
り
す
る
等
の
判
断

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

も
し
熱
中
症
に
か
か
っ
た
ら
、
頭
や

お
で
こ
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
脳
が
、
体
温
が
下
が
っ
た
と

勘
違
い
し
て
体
温
を
上
昇
さ
せ
よ
う
と

す
る
か
ら
で
す
。
冷
や
す
の
は
首
、
脇
、

足
の
つ
け
根
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、
暑

い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ど
う
ぞ
お
身
体
を
大
切
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

事 務 局 からの

親睦会通信
親睦会会長　川上 功

〈  開催日 〉9月12日（日）

令和3年、梅・桜・つつじ・皐月・あやめと花の季節も過ぎ、
夏本番となりました。コロナ予防ワクチン接種も大分進んで
いると耳にし、今後の活動に一歩前進と思えるようになり、
役員一同行事開催に向かって頑張ります。尚第一弾として
秋季パークゴルフ大会の計画を進めてまいります。後日改め
て案内をお送りいたしま
す。感染予防対策を徹
底して開催しますので皆
様の参加をお願いします。
元気な姿を早く見たいで
す。”再開を”

〈  次回開催  〉

日時　9月14日（火）10:00から11:30

場所　シルバー人材センターの研修室

手芸クラブからの
お知らせ

手芸クラブでは、会員が集
まって手作りマスクや巾着
を作っています。それぞれ
の仕事の話や、とりとめの
ない日常の話を楽しむ、の
んびりとしたいい時間です。
鉾田市シルバー人材センターの会員ならだれでも参加可能で
す!みなさんもぜひご参加ください。

第 2 回   こんにちは    - 佐藤俊逸 -

お
知
ら
せ

一
緒
に
走
り
ま
し
ょ
う
！
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7 月 6 日 入会説明会

13 日 第 2回広報部会

14日 第 4回安全就業委員会

20 日 第 2回理事会

予定
月 日 事業名

8 月 3 日 入会説明会

19 日 第 5回安全就業委員会

9月 7日 入会説明会

9日 刈払講習会

14日 第 6回安全就業委員会

15日〜 16 日 グリーン管理講習会

10月 5日 入会説明会

13 日 第 7回安全就業委員会

14日 室内装飾講習会

20 日 パソコン教室

26 日 ボランティア活動

月 日 事業名

2 月 1日 第 4回事業部会

6日 ( 中止 ) 交通安全ながいき教室

9日 入会説明会

10 日 ( 中止 ) 第 11回安全就業委員会

3月 9日 入会説明会

10 日 第 12回安全就業委員会

12日 班長会議

24日 第 4回理事会

4月 6日 入会説明会

14日 第 1回安全就業委員会

5月 11日 入会説明会

12日 定期監査

13 日 第 2回安全就業委員会

21日 第 1回理事会

6月 8 日 入会説明会

11日 第 1回広報部会

16 日 第 3回安全就業委員会

24日 定時総会

報告

会員登録状況　男性212名　女性78名　計290名  （R3.6.30現在）

会員の皆様、毎日ご苦労様
でございます。
新型コロナウイルス感染の中、
大変なことと思います。でも、
感染したという話も聞きません。
安心しております。マスク、手指
の消毒をしながらのお仕事は大
変だったと思います。
これからも十分気を付けて下さい。
会報誌「ふれあい52号」発行に
あたり、定時総会の様子を原稿
にして発行致しました。ワクチン
接種がすすめば、新型コロナウ
イルス感染も落ち着くとおもいま
す。そう願います。コロナに負け
ない様に頑張りましょう。

シルバー人材センター事業運営状況

事務局からのお知らせ令和 3年 2月から
令 和 3 年 1 0月までの事業

［ 派遣 ］
就業人数
男 60名　女 17名　計77名
就業率
男28.3%　女21.8%　計26.6%

※一部請負と重複しています。
公共・民間別事業実績
［公共］9955926円
［民間］3905605円
受注件数　40件
受注金額　13861531円

［ 請負 ］
就業人数
男 75名　女 41名　計116名
就業率
男35.5%　女52.6%　計40.1%

※一部派遣と重複しています。
公共・民間別事業実績
［公共］6829878円
［民間］13914489円
受注件数　492件
受注金額　20744367円

編
集
後
記


